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2歳児 『ぐるぐる』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 想 い ～ 

 

6月 20 日の朝、いつものように、ふじみ保育園のポストをのぞくと、

差し出し人の記載がないお手紙がありました。そのお手紙は 4枚にわたっ

て綴られており、封筒の中にもう一つ、ふじみ保育園の活動にご利用くだ

さいと、ご寄附も包まれておりました。 

文面には、お子様が健やかに成長された事、職員たちの配慮が多々あっ

たことに後々気付いたと感謝の想いが切々と綴られ、元園児の父よりとあ

りました。 

中でも私たち職員が拝見して嬉しかったのは、お子様の読書好きの習慣

は保育園時代に身につけさせて頂いたというエピソードです。絵本の好き

なお子さんだったので、保育園でも当然読んであげていましたが、毎晩の

ように絵本をたくさん読んであげていたのは、ご両親なのに…。その様に

想って下さっている事は嬉しいことです。 

途中で引っ越してふじみ保育園を後にし、改めて 20年を振り返り、保

育園に支えて頂いたことに感謝し、コロナ禍にあって大変だと思いますが、

園の活動に役立てて頂きたいという、ご寄附が添えられていたことにも、

心より感謝申し上げます。 

20 年前なので、ご住所や連絡先は、保管期限切れになっていたため、

退職した職員や異動でそのころに携わった職員たちに連絡を取り、文集を

見たり、記憶をたどりながら、きっとあのお父様ではないかしらと・・・。

みんなで文集を引っ張りだして懐かしい話に花が咲きました！ 

きっと、顔はお母さん似で、スラリと背が高いのはお父さん似のステキ

な青年になっていることでしょう、と職員同士でそのころを振り返りなが

ら今の姿を想像しては、昔話に花が咲き、とても楽しいひと時を過ごさせ

て頂きました。 

このお手紙で、私たち職員は「心をこめた当たり前の保育」がとても大

切なのだと、改めて、気が付くことが出来ました。また、このお手紙の温

かな想いは、私たちの励みになり明日の保育に光が差し込みました。 

このことは、4園の職員たちと共有させていただき、「村山苑だより」に

ご寄附のことは載せさせて頂きたいと思います。そして、私たちこそ支え

て頂き、お世話になったと心より感謝しているという想いが届きますよう

に。もしも、願いが叶うなら、ぜひお会いして、懐かしいお話をしたいと

想いがあふれます。               園 長 山城一予 
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村山苑の基本理念 

７ 

 

 
 

5日（火）健康体育 

7日（木）七 夕 

くるみ懇談会 14時～15時 

8日（金）笹焼き 

9日（土）卒園児交流 

13日（水）誕生会・観劇（人形劇） 

14日（木）たけのこ歓談会 14時～15時 

20日（水）健康体育（1歳～5歳） 

      たんぽぽ歓談会 14時～15時 

２２日（金）園医検診 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♪東村山西高等学校 

ボランティアの受け入れ 

 

♪紙芝居屋さん（南台公園） 

７月６日（水）10時半～ 

 

♪七夕の会のお誘い 

7月７日（木）９：４５～ 

※笹飾りのお土産あります。 

 

☆地域の親子連れの方と園

の子どもたちと、感染症予防

の対策を取りながら、紙芝居

や手遊びなど一緒に楽しん

で頂きたいと思います。 

 

今月のサークル活動 

今月もお休みします。 

今月の地域活動 

２ 

歯科指導を行ないました！ 

ふじみ保育園では、幼児クラスに向けて毎年 6月に看護師による歯科指導を行なって

います。子どもたちが大好きなジュースや、お菓子には角砂糖何個分のお砂糖が入って

いるのでしょうか…？クイズ形式で子どもたちに聞いていくと、大人も驚くほどの角砂

糖が入っているのです！！ 子どもたちも、「わあそんなにはいっているんだあ…」と 

目を丸くさせていました。口の中に入っているばい菌を退治する方法は、、、 

◎口をよくゆすぐこと。 

◎歯磨きをすること。 

◎歯磨きの後には大人に仕上げ磨きをしてもらうこと。 

◎長々と食事をとらずに、決まった時間に食べることも大事です。 

 

＊毎日の大切な習慣について、子どもたちと一緒に考える大切な時間となりました！ 

 

 

 

  

 
 

２ 



村山苑が福祉サービスを必要とするすべての人々に、その人の人格の尊厳を守り、 

その人の環境、年齢および心身の状況に応じて本来的な生活を築き、生命の輝きを 

見出すことのできる福祉サービスを提供することである。 

 

         

ふじみ保育園 保育理念 

１、子ども一人ひとりを尊び、すこやかな育ちを支えます。 

２、保護者の方々とのパートナーシップを大切にします。 

       ３、地域に貢献します。 

  

 

食べることがとっても大好きなたんぽぽさん。保育者が食事の準備を始めると、高速ハイ

ハイや伝い歩きで柵の近くまでやって、つかまり立ちでご飯の準備をジーッと見つめていま

す。しばらくすると「ア－！」「ウー！」と（“早く食べたいよ～”）と喃語でお話！      

しっかりと訴えてくれています。 

 また、手づかみ食べが上手になり、野菜スティックやスティックパンを 

あぐっと食いとったり、お椀やコップに手を添えて飲もうしたりする姿も 

見られています。 

自分で食べたいという気持ちを大切にしながら、一人ひとりの発達に 

合わせた食事の形状を、お家の方、栄養士と相談しながら、進めています。 

今月の目標 ・夏のあそびを楽しむ。 

 

 

 だんだんと暑い日も増えてきて、夏が近づいてきていますね。 

たけのこさんになって初めて裸足であそびました。嫌がる子も 

いるかな～？と思っていましたが、どの子も泣くことなく裸足 

の感触を楽しむ姿が！暑かったのでホースで水をまくと大喜び！ 

どろんこあそびが始まりました。泥の感触もちょっとドキドキで 

つん！と触って様子をみていましたが、次第にふわふわの感触が気持ち 

良くなってきた様子。足も手も泥だらけ！出来た水たまりの中に手も 

足もバシャバシャ！色んな感触に触れた一日でした。乳児期の感触あそ 

びは五感を育む大事なあそび！たくさんあそんでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

今月の目標 ・夏のあそびを楽しむ。 
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 砂や泥の感触あそびを思う存分楽しんでいる、くるみさん。 

「一緒ニ、アソボ！」「チョコノ、アイスダヨ。」「ドウゾ～」など、お友だちとの関わり

も多く見られるようになり、より楽しさが増しているようです。感触を楽しむところか

ら、見立てあそびに発展していき、スプーンを持って上手に泥や水をすくって、自分で

選んだ器などに入れて、混ぜ混ぜ・・・美味しそうなメニューのご飯作りに夢中になっ

ています。 

夏のあそびをみんなでじっくりと楽しめる環境作りを 

大切にしていきたいと思います！ 

 

 

 

子どもたちにとって、先月のいちごを食べた経験がとても楽しかったようです。「マタ、ヤリタイ

ネ！」と子どもたち同士で話しているところを見かけたので、みんなの畑で何を育てたいか話し合い

をしました！「どんなお野菜を食べたいかな～？」と考え話し合った結果…ピーマン、ブロッコリー、

人参が上がったのでみんなで畑に植えました! 子どもたちは、「大キクナルカナ～？」「オ水アゲナイ

ト！」と興味を持って大切に育てています！元気に育つように、肥料のお買い物にも行きました。先

日、大きくなったピーマンを子どもたちが見つけたので、みんなで収穫。その表情は、とてもキラキ

ラしていました。自分たちで育てたピーマンをどうやって食べようかな～と子どもたちと話し合いを

するのがとても、楽しみです。 

今月の目標 夏のあそびを楽しむ。 

・夏のあそびを楽しむ。 今月の目標 

４ 

子どもたちと公園に遊びに行った際は、大人が、 

公園の点検とゴミ拾いをしています！よーく見ると、ペットボトルや、 

新聞紙、コンビニのレジ袋がたくさん落ちているのです!!! 「ゴミハ、捨テタラ、ダ

メダヨネ～」と子どもたちも話しています。子どもたちには、ゴミは大人が拾うか

ら、触らないでね～と声をかけています。 

大人の手伝いをしたい子どもたちは、木の棒や石を見つけると、「アッタヨ！」と大

人に届けてくれます。これからも、子どもたちや、地域の方が気持ちよく使えるよ

うに、少しでもきれいな町にしていきたいと思います。 

みんなの SDGｓ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループを新たに決めて、当番活動に取り組む子どもたち。 

新しいクラスにも慣れ、みんなで野菜を育てたり、ダンゴムシを飼い始 

めたりすると、水遣りやお世話が一躍人気のお仕事に。先を争いお仕事 

の取り合いになり始めた頃、子どもたちから「お当番でやりたい」と声 

が上がりました。自分たちのやりたい事を言葉にし、形にして 

いく頼もしさが見られるようになってきました。 

新たに水遣り当番とダンゴムシ当番が生まれ、今では「早く野菜 

に水あげようよ」と張り切る子どもたちに急かされています。 

 

 「今日はなにする？」と聞くと「○○公園に行きたい！」と普段から散歩を楽しんでい

るくすのきさん。散歩では大切な交通安全のルールについて、警察署の方と鳥人形のク

ックが来てくれて教えて頂きました。クックはちょっぴり天然で、たまに面白いことを

いうと子どもたちは声を出して大笑い！「信号が青になったら、右、左、右を見て、 

手を大きく上げて渡ろう！」クックと一緒に楽しみながらルールを学ぶことが 

出来ました。実際に信号を渡る体験もして、教えてもらった通りにちゃんと 

渡ることができたくすのきさん。「上手だね！」と褒められてにっこり！ 

散歩に出かけた時にはルールを思い出して実践したいと思います！ 

今月の目標 

今月の目標 
戸外あそびを楽しむ。 

・夏のあそびを楽しむ。 

５ 


